
  

 

 

第１５１３回 例会 ２０２３年 (令和５年) １０月２３日 

（地域社会の経済発展月間/米山月間）  

 

前回（１０月１６日）例会記録  

◇プログレス 岩崎 寿英 副ＳＡＡ 

 

１．来客紹介  中井  崇 親睦委員長 

 ゲスト： ０名 地区外： ０名 地区内： ５名 合計 ５名 

   

２．会長の時間  「太平洋横断」  林   拓 会長 

 

辛坊治郎氏が以前より親交のある堀江謙一 83歳と食事の時に聞いことは、たった 1人で横断して

ウォッチの作業はどうしていたのか？と聞いたところ、太平洋でそうそう簡単に何かにぶつかるもんじ

ゃないよ。と教えられたそうである。実際に堀江氏は 2022 年６月サンフランシスコから日本の西宮へ

太平洋横断に成功もしている、しかしミソは日本からアメリカではなくアメリカから日本への横断であっ

たこと。なぜなら日本がある西から東には偏西風が吹いている、例えば飛行機でも西から東へは早い

が、逆は向かい風でかなり遅くなる。ただし、偏西風は上空 1万メートルで吹いており、海上には何の

影響もない。アメリカから日本へは貿易風が吹いており、カリフォルニアから数百キロも離れれば後は放っておいてもヨットは

勝手に日本へ向かって進んでいくそうである。 

 

本日のプログラム                        （本日のプログレス 岩崎 寿英 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「それでこそロータリー」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ 委員会卓話 米山奨学委員会 原山  歩 委員長  

           米山奨学生学友会（関西） 会長 頼 香奈依 様   

・見上げてごらん夜の星を 

・紅葉 

・枯葉 



 

 

簡単にぶつからないとそう言われて、太平洋横断に臨んだ辛坊氏であったが、結果宮城沖 1200百キロのところで黒い 

物体と正面衝突。船は破断して沈没。この時、救命イカダを出そうとするも風は秒速２０mの中、困難を極める。 

救命イカダのロープは紅白の日本、まず白を解いて筏を海へしかし２０mの風、筏はどんどん離される、最後のもやい 

結びに助けられて同乗していた盲目のヨットマンにマストを下させて無事にイカダを固定、赤を引いてイカダは無事完成。 

深海４０００mにヨットは沈む。 

ここから漂流が始まる。この海域にヘリコプターはいない、何故なら燃料的に帰ることができないから。ジェット機では 

救難イカダなど見つけることはできない。日本以外では絶対に助からない状況の中、自衛隊のU S２が巡回中に偶然 

発見してくれるが、規定人数以上で重すぎて離水できない、マニュアルでは使ってはいけない第三エンジンを使用して 

ようやく離水、通常 3時間のところ４.5時間かけて燃料ギリギリで厚木へ着陸。 

何度ももうダメだと死に直面したが、なんとか救助されて厚木に到着することができた。この時、人間は生かされているに 

過ぎないとつくづく痛感する。その後、辛坊氏は海難審判を受けることとなるが、救難イカダに乗る前に抜き取ったＳＤ 

カードのカメラ映像が役に立ち、黒い物体はマッコウ鯨だと専門家も断定。動画の状況から判断しても衝突回避することは 

不可能と断定して船長に責任なしの無罪判決となる。ただ無罪では何も面白くないので一切報道されていないそうで 

ある。 

皆様もヨットで太平洋を横断するときはマッコウ鯨に用心して頂きたいと思います。 

 

３．ニコニコ報告 大島 弥生 親睦委員 

大阪心斎橋RC 田坂敏章様・・・・10/25ポリオチャリティゴルフコンペよろしくお願いいたします。 

                     中井様、親睦委員の皆様ありがとうございます。 

小山 会員・・・・井澤さん 日本オープン観戦券ありがとうございました。 

篠藤 会員・・・・先週１３日（金）書道茶道同好会を開催いたしました。ご参加頂いた皆さま、ありがとうございました。 

中井 会員・・・・先日盆子原さんの歓迎会が無事拳行されました。ご協力ありがとうございました。 

宮原 会員・・・・先日失念してしまい申し訳ございません。 

小島、新川、岩崎、竹内、大島、清水、天野、井澤、北野、藤井、片岡、山川、坂本、岡野、原山、野田、俣野、盆子原、 

岡本（真）、松村、伊藤、洪、大嶋、中村、 

 

４．出席報告  岩崎 寿英 副ＳＡＡ 

会員総数 ３９名 出席率計算会員数 ３８名 出席会員数 ３４名（オンライン２名） 出席率 ８９％ 

第１５０９回（９月１１日） 修正出席率 １００％ 

 

５．フリートーク  「ＩＭロータリーデーについて」 IM実行委員会 片岡 清夫 委員長 

 

1.    イベント名： 国際ロータリー第２６６０地区 ２０２３-２０２４年度 IM第 5組ロータリーデー 

2.    日時・会場： 2024年4月13日（土）13：30～16：30 大阪国際会議場１００３会議室 

3.    対象者： ロータリアン及び一般の方 

4.    形式： 2部形式：［第1部］基調講演・［第２部］パネルディスカッション 

5.    テーマ等  

 

 

 



 

 

◎IM実行委員会 中村  一 副委員長 

 

【全体のテーマ】 

 ◇「未来を担う若者に、ロータリーが果たすべき役割とは」 

  （サブテーマ）「メンタルヘルスと奉仕活動」 

 

 

 

6.    内容等について 

①   開会式 13：30～14：00  

②   第１部 基調講演 14：00～15：15 

（基調講演テーマ）「国際奉仕活動と青少年育成」 

◇講演者 大阪船場ロータリークラブ 澤田宗久 会員 (澤田歯科医院院長) ほか 

ゲスト２名 

③   第２部 パネルディスカッション 15：25～16：10 

◇参加メンバー 

澤田宗久氏ほかロータリアン２名、外部１名 

④   閉会式 16：10～16：30 

 

〔当面の予定〕 

１０月３０日(月)11時半 委員長会議 31階カトレア→各委員の役割と今後の準備について具体的に検討 

１１月６日(月) 理事会にて実施内容・予算等を審議 

１１月１０日(金) 12月の地区大会で展示される、ロータリーデー紹介パネルの原稿の提出期限 

１１月２２日(水) IM第5組会長幹事会で、実施内容・予算等を付議 

 

                                                   （文： 岡野 秀章） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ理念：わたしたちは人類社会の共栄を願い、高い感性をもって 

奉仕活動につとめ、社会の発展と平和に貢献します 

 

クラブビジョン：多様性を認め合い、会員一人一人の心が豊かになる 

魅力あるクラブを目指す 



 

 

 

 

 

同好会に参加してきました！ 

「書道・茶道 同好会」                                会報・広報委員長 大島弥生 

 

 

１０月１３日金曜日、第１回書道同好会が篠藤会員の事務所で開催されました。 

今回はメンバーの男性陣はお休みでしたので、女子会になってしまいました。 

筆を持つのは何年？いえ何十年ぶり？ 

それぞれ、道具を調達、なんと恐るべし１００均！筆も下敷きも売っているそうです。 

さて、講師を務めるのは、恥ずかしながら私大島弥生です。 

公民館で書道教室を開き、子供たちに教えたいなぁ～なんて思っていましたが、 

なんと今回その夢が実現しました。 

 

ま、生徒は、元・子供だった方たちではありますが…。 

今日のお題は、蘭亭序の初め、「永和９年、歳は癸丑(きちゅう)にあり」と、「賀正」です。 

「永」という字には、書道の筆の使い方「止め・はらい・はねなど」があります。 

この字が上手に書けるといいですね。 

１００円の筆から６０００円の筆を握りしめ、「久しぶり～、楽しい～」とわいわい、いえ、書くときは静かに精神統一 

して真剣に半紙に向き合い、生徒の皆さん格闘していま 

したよ！ 

あっという間の２時間、たくさん練習しました。 

くたくた～。あれ？おかしいな、なぜか喉もカラッカラです。 

 

 

ということで、 

〆はもちろん 「はい、皆で乾ぱ～い！！」           

さて、次回の書道同好会の課題は、今回の蘭亭序の続きと何か１つ。 

蘭亭序は行書３７４文字ある書聖王義之によるものです。 

１回８文字、いつ終わることやら…。 

 

 

 

 

☆次回１０月３０日（月）例会予定 

                     ・卓話：中嶋会員 

                     ・指名委員会 6階「橘の間」 １３：４０～１４:４０ 

                     ・IM委員長会議 31階「カトレア」 １１：３０～ 

 

 


